
今こそ“体験教育”ボードゲームシリーズ

■対象年齢（目安）：12歳～ ■所要時間（目安）：60分×2回（ゲーム＋授業用スライド） ■推奨プレイ人数：4～5人 ■テーマ：多様性

何となく固定化される共通の価値観「普通」

【教育用! 多様性ゲーム】は、様々な個性や能力を持つ「モンスター」と「フレンド」を戦
わせるゲームです。ターンごとに現れる「モンスター」の特徴に対して、プレイヤーが手
にした「フレンド」たちからどれを使うべきか、チームで意見を出し合いながら攻撃を
試みます。互いに議論し、「フレンド」の個性の活かし方を考える協働経験から、【多様
性のある社会】のあるべき姿に気づいていきます。

一見地味な個性でも輝ける時がある

「ダイバーシティ」といった言葉が広まって久しいですが、「出る杭は打たれる」の
ことわざの通り、「皆と同じであることが正解」とされる風潮が根強く残っていま
す。こうした中で「多様性のある社会」を目指すには、一人ひとりが「もしかして違
う見方もあるんじゃないか」と常に意識的になれる視点や思考が必要です。

普通の人って、誰のこと？
外見だけでなく、国籍や宗教の違い、個性や性格まで含めれば

同じ人なんて一人もいない。

でも、ついつい「あの人も、この人も普通の人」とまとめがち。

いるけどいない、「普通の人」。
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多彩な“体感教育”ボードゲームシリーズで。

少子化時代における生徒確保は、
保護者のニーズをつかむこと。

従来の習い事に加えて英会話やプログラミング教室など、就学前や小学低学年であっ
ても積極的に教育投資を行う傾向にあるからこそ、保護者のニーズをつかみ、アピール
することが生徒確保の鍵といえます。この「“体感教育”ボードゲーム」シリーズは、デジ
タル教材全盛の今だからこそ存在感を放ち、差別化しやすい教材です。多彩なライン
ナップを揃えていますので、他のゲーム教材についてもお気軽にお尋ねください。
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■子どもの数と一人当たりの年間教育費の推移
一人当たりの年間教育費（右軸）

子どもの数（左軸）

※1.「子どもの数」は0～18歳の人数。　※2.「子どもの一人当たりの教育費」は「一世帯当たりの教育費×子どもの数」

「家計調査」「人口推計」「住民台帳」（総務省）より作成
授業は、進行用のスライド（&台本）に沿って進められるようになっています。

導入 スライドを用いて、事前知識の説明・解説

展開 ゲームで体験（スライドにルール説明の記載があります）

まとめ スライドを用いて、ゲームの振り返りとポイント解説

最低限の準備で授業を展開できます。

違いを強みにして「誰一人取り残さない」社会を目指そう!
No one will be left behind

現れたモンスターを倒すには、
個性豊かなフレンドたちの
どの性格やスキルが効果的?

中学生にも馴染み深いボードゲーム1
わかりやすいルールのボードゲームなので、誰でもすぐに取り組めます。リアル
にチーム対決で取り組むため、体験ベースの強い記憶による学びが可能です。

無意識の決めつけに気づけるゲーム体験2
個人の中で無意識に築かれた価値観や決めつけ（アンコンシャス・バイアス）に気
づき意識的になるため、異なる価値観や文化にも対応できるようになります。

建設的なコミュニケーションが生まれる3
毎回出現するモンスターに対して有効な攻撃をするために、一人ひとりが当事者
意識を持って建設なコミュニケーションを自然と重ねる機会が発生します。

「遊び×学び」の融合で生徒が主体的に4
一見、理解が難しそうな「多様性」というテーマでも、ゲームとして楽しみながら、
自然と奥深い学びとして主体的に取り組むことができます。

多様性ゲームにできるコト

【アンコンシャス・バイアス】
過去の経験や見聞から構築された「無意識の偏見や思い込み」の意味。●男子は青、女子は赤と
いう色分け●女子は理数系が苦手●男性比率の高い管理職など、あらゆるコミュニティ、次元
でアンコンシャス・バイアスが指摘されています。

付属のバトルフィールドでカードバトルを行います。

人種や国籍、宗教、性別など属性や文化の異なる人々の違いを
尊重しながら課題解決することをゲームを通じて擬似的に体験。

画一的な物の見方では見過ごしていた価値や強みへの気づきも。

新たな価値が創造される多様な社会に対応できる意識が高まる。

モンスターカード

バトルフィールド

フレンドカード

即導入できるサポートツール付き!
教材には指導用のスライドとゲームの進行・
ルール説明動画が付いているので、最小限の
授業準備ですぐに指導を始められます。

サンプル動画は
こちらをチェック!
※動画はダイジェスト版です。


